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ディベート
ディベートとは、あるテーマ、論題について、肯定側･否定側が理由付けに基づいて議論することです。両者は主観的な意見を離れ、客観的に両面から問題を分析し、その手法を探ります。そのため自分の意見とは正反対の立場に立って問題を検討するということも必要になります。試合でどちらに立っても議論できるように、徹底的な情報収集などの準備を行いますが、それによって白黒二つに分けて一方を切り捨てるような態度ではなく、自分と異なる意見のなかにも、良い部分を認めて活かしていく寛容さや柔軟性を養うことができます。
ディベートの準備
ディベート訓練の半分は準備段階にあり､試合の結果も準備の善し悪しにかかっていますから大変重要なプロセスです。

肯定側、否定側両者とも、

議論は立論と反論の二つを準備します。

立論では、肯定側は「論題を支持する理由」を､否定側は「論題を支持しない理由」を論理的に組み立てます。

反論とは「相手側が出してくるであろう議論に対抗する」議論のことです。

論理的な議論を構築しようとしたら、まず最初にこれから論じようとしている論題について言葉を一つ一つ分析して定義しておかねばなりません。
資料の収集や議論の構築は、こうした論題の分析が終わってから行います。

さっそく､「日本はサマータイム制を導入すべきである」という論題を例にとって考えてみます。【日本政府が、サマータイム制という、夏の一定期間、一定時間を繰り上げる制度の、法を定めて実施する】となります。
論題の分析が終わったら、いよいよ議論を組み立てる作業にかかります。

議論の組み立てはのリンクマップで､議論の全体像を図式化してあらわすことからスタートします。

リンクマップは予想されるメリットやデメリットがどのような関係にあるか関係図として表したものです。

リンクマップを作るときには、まず､最初に各自が思いつくまま論題に関するメリット･デメリットをできる限りたくさん考えて、カードに記入していきます。

これは、いろいろなデータや関連資料を集める前に、何の予備知識も仕入れないまっさらな段階で行います。

カードには一枚につき一つの考えを書きます。

大き目の白紙の中心に、論題を書き、用紙を３分割し､上のほうを【過去･現状】
の領域、右下を将来その論題を採用した場合の【デメリット】の領域、左下を【メリット】の領域とします。

用紙の用意ができたら、各自の考えたメリット・デメリットを小さめのカードに記入して用紙の上に貼り付けていきます。

《図式化の手順と注意ポイント》
1 キーワードだけを書く

2 カードを張る前に時系列で整理し論題との関係がわかるように線でつないでいく。

3 出されたアイデアに至るまでの過程・「なぜ」そうなったかを埋める。

4 出されたアイデアの先に何があるのか「するとどうなるのか」を検討して

線をのばしていく。
5 関連を考える。

6 批判も書く。批判は､後に反芻の議論を準備するときに活用できるからです。

この最初のリンクマップを書く作業に要する時間は、３０分から１時間とします。だらだらと時間をかけてもアイデアが尽きると堂々巡りになるからです。

ここで､たたき台となる仮の立論をつくります。

まず、リンクマップの中で、メリットあるいはデメリットとして表現されているものを選び出します。その際の目の付け所は「価値」をあらわす言葉が含まれているかどうかです。そして　そのメリットあるいはデメリットに至る過程の緊密性についてチェックします。

1 論理的なつながりはあるか？

2 確立はどのくらいか？

3 量はどのくらいか？

この３点についてそれぞれ問答形式でチェックしていき、ここで答えられない疑問を収集すべきデータとし､資料収集にとりかかります。

集めたデータは、カードにしておきます。
データをカード化することで､検索や加工が簡単になりますので､議論の根拠として提示しやすくなります。

カードに整理しておかないと、必要なデータを取り出したりするときに手間がかかり､「次に具体的な数字を挙げます、え～と、どこだったかしら」とやっていたのでは限られた貴重な時間をロスしてしまいます。

必要と思われるデータがある程度集まったら、仮の立論を再検討します。

最初に作ったリンクマップと、仮の立論、そして集めたデータをここで突き合せます。

まず､データを分類していきます。リンクマップのどこに載るデータなのかを
付き合わせ、どのリンクとも関係の無いデータならば、新たなリンクを作ります。

リンクマップとデータの関係をおおざっぱに把握したら、仮の立論をチェックしていきます。

ここで収集したデータが本当に立論の根拠となるのかどうかを考えて行くのです。
当初、リンクが緊密で、いいメリット、デメリットになるかなと思ったものでも、データがない、または､反論にあたるデータのほうが強力であると思ったら切り捨てていきます。

ここまできたら､立論のスピーチ原稿をつくります。

次の３点に注意してください。

1 流れを整える。特に時系列には気をつけなければなりません。因果関係などを説明する時に､時系列が乱れていると、聞いているほうは混乱してしまいます。

2 見出しを整える。これから何について述べるのか、メリットについて述べるのか、見出しがないと何を言っているのか理解しづらくなります。
3 どこまでが自分達の主張で、根拠は何なのか、はっきり区別できるようにします。また､データは出典、日付などを落とさないようにします。

こうして肯定・否定　双方の立論原稿ができたら､反論用の議論の準備にかかります。

反論とは、前にも申し上げたとおり、相手が出してくる議論に対抗する議論のことです。

ディベートで使う　論証型反論は､相手の議論の隙をいかに突くかがポイントになりますが、反論には反論すべき勘所（かんどころ）といったものがあります。ポイントを外した反論は自ら墓穴を掘ることにもなりかねませんから、ここで反論の勘所ともいえるテクニックを３つあげておきます。

テクニック１
議論の主張を支える根拠、データや理由づけが十分に主張を支えているかどうかという点を突きます。例えば、「今、問題がある」と主張していて､持ち出してきたデータが､「1960年の厚生白書」ではデータが古く、現在の問題があるという主張を支えるものにはなりません。

テクニック２
相手の主張を支える根拠より良いものを持ってきて、相手の主張は成立しないと反論します。例えば、「サマータイム制を導入している国では体調を崩した人がいる」という根拠をもって「サマータイム制の導入で人の体調が崩れる」と主張したとします。反論として、「人は１時間程度のずれは調節できるという医師の説明」を根拠として「体調は崩れない」と反論します。

テクニック３
論理展開のステップに飛躍や無理がないかを確かめて、論理的つながりの弱さを突きます。
予想される反論に対しては、再反論も用意しておかなければなりません。さらに再反論の再々反論も・・・

と議論の展開は予想できる限り予想を立てておきます。

予想した反論や、再反論の議論は、これもカード化し見出しをつけていつでも使えるようにしておきます。

ここまで準備ができたら、いよいよ､試合を行うだけとなります。
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